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　県士会ニュースをご覧の皆
様、日頃より大変お世話になっ
ております。そしてこの 4月
号が発行される時は、今年も新
たに作業療法士となった方々

が各職場において新たな門出を迎えていることと思いま
す。心よりお祝い申し上げます。この時期になると、私も
作業療法士になりたての頃をよく思い出します。作業療法
士は楽しくやりがいのある職種です。諸先輩方とともに切
磋琢磨しながら、対象となる方々の笑顔のために汗を流し、
懸命に作業療法を提供してください。きっと、対象の方だ
けでなく同僚も周囲のスタッフも、みんなが笑顔で喜んで
くれることと思います。培う努力は将来の大事な糧です。
一緒に頑張りましょう。心より応援致します。
　さて、作業療法はどの程度この日本社会に浸透している
のでしょうか。私も、新人時代から早 30年が経とうとし
ますが、常々に考えるテーマでもあります。作業療法は“リ
ハビリテーション”という言葉で一括りにされがち…、そ
んな印象が未だに残っている気がするのは私だけでしょう
か。作業療法の理念は、リハビリテーション概念の根底を
支える極めて重要な存在です。どんな「ひと」でも、豊か

に「生きる」ためには、作業療法の啓発は大切になってき
ます。作業療法士であればこそ、その理念を伝えていく義
務があると思います。私もその一人として、他職種や行政
機関の方々に作業療法や作業療法士の役割等の説明をした
り、時には、政治家の方や地方議員さんとも対話の機会を
もったりしています。少しでもいい。今よりも、もっと作
業療法（士）の理解を深めて頂けるよう、これからも伝え
続ける努力をしていきたいと思います。
　2025年 1月 29日、神奈川県の中央行政機関である神
奈川県庁を訪ねました。健康医療局の局長および副局長、
保健医療部長、人材担当課長、人材課人材養成グループリー
ダーの方々と 1時間以上の意見交換をする機会を頂きま
した。当士会から私を含め理事 7名が健康医療局長室に
て、作業療法の説明と作業療法士の役割やその価値を共有
して参りました。私が伝えたのは、主に『作業療法士だか
らこそできること』『作業療法士でなければ適切な生活評
価ができないこと』です。作業療法士は、「ひと」や「生活」
の質を重視する医療専門職です。身体的にも精神的にも発
達的にも「ひと」を包括的、且つ多角的な視座で、その「ひ
と」を捉え、適切な評価に基づき質の高いアウトカムが産
み出される介入を致します。「ひと」がより健康的になれ
るように、そして充実感や幸福感も作り出せるように寄り
添う医療専門職であることを伝えました。いわゆる、作業
療法士は生活療法士であり、「生活」を細かく分析し評価
できるエキスパートであることを。「ひと」は、連続した日々
の営みを「生きる」力に変えようとします。一人でなく支
えあう仲間やコミュニティの環境にも重要な「生活」があ
ります。「ひと」の暮らしは多様です。作業療法士は「ひと」
を繋ぐ「環境」にも評価や介入をすることは大きな特徴で
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す。さらに作業療法士は、教育的にも広く貢献しているこ
と。社会的にも医療や福祉、介護、復職等の側面においても、
それらを支える職種であるということなどを熱く語ってま
いりました。もしかしたら半端ない熱量だったかもしれま
せんが、当初予定していた 1時間枠の意見交換を 15分以
上も超過するほど有意義な時間に発展し、健康医療局の皆
様からは称賛と多くの理解を頂き、これからの作業療法士
への期待を寄せる余韻を残し終了致しました。神奈川県と
しては、各県内地域の高齢化対策等の課題や未病に取り組
んでおります。将来の神奈川県民のあるべき「生活」評価
や適切な教育、介入等に向け、作業療法士とともに次のス
テップを考えていくことに賛同して頂きました。具体的な
アクションプランはまだまだ先になりますが、我々が示す
べく作業療法の効果的介入を期待してくださる中央行政の

方々のご理解は、実に大きな一歩だったと思います。これ
は、リハビリテーションという一括りの言葉から、少しず
つ衣を剥がし作業療法という理念の提供ができた瞬間にも
思えました。実に素晴らしいことです。
　神奈川県内に限らず、「生活」が存在する各地域社会に
向け、我々作業療法士たちは作業療法を発信し続けること
が肝要だと思います。また要求が高まってくると思います。
当士会は、地域に暮らす「ひと」が多様な質を求めてくる
限り、多くの選択肢を揃えられるよう、皆様の知恵と技能
と発想力をどんどん取り上げていきます。
　さぁ、会員の皆さん。作業療法士の皆さん。知恵と技能
と発想力をください。作業療法で地域を活性化していきま
しょう！！中央行政機関も作業療法の社会的浸透を求めて
います！！是非宜しくお願い致します！！

　制度対策部自動車運転班のブログ「カナドラ！」（上記QRコー
ドよりブログチェックもお願いします！）の県士会ニュース出張
版第 16回となりました。今回は、当班が先日神奈川県警察運転
免許センターにて「医療機関からの評価申し送り」に関する協議
をした内容の一部をお伝えさせていただきたいと思います。
　自動車運転再開のために運転免許センターにて適性検査または
臨時適性検査を受ける際に、医療機関ごとに医師が記載する警察
指定様式の診断書「神奈川公安委員会提出用診断書（以下、「診
断書」）」を作成しているかと思います。その際に診断書に加えて、
作業療法士が評価した運転能力評価の結果（机上検査やドライブ
シミュレーターの結果そのものや、それらをまとめた用紙）を添
付している場合もあると思います。医療機関によってもその対応
が異なり、当班で実施している勉強会の質問や意見の中にも「統
一した書式があると良いのではないか」「どう申し送ったらよい
か」といったものがよく挙がります。運転免許センターの運転教
育課の方からの勉強会では、「医師が作成した診断書以外は原則
として受け取ることはできない」と回答されており、添付資料に
関してはご本人に返却されます。
　ただし、というところでここが今回お伝えしたい部分です。

　診断書を作成する際に下記内容のようにする事で、運転免許セ
ンターの方にリハビリが伝えたい内容も申し送りできる形となり
ます。

①令和 6年 4月に改定された際に「診断書」の総合所見欄が拡
大されたため、運転能力評価の結果をふまえた医師の所見を総
合所見欄にまとめて記載する。
　その中にリハビリ職からの申し送りを盛り込みつつ、参考に
した検査結果（机上検査の結果やドライブシミュレーターの結
果として出力される用紙等）を文中に「別紙参照」の記載の上
で当該用紙を添付する。

②もしくは、枠は小さいが裏面下部の「その他特記すべき事項」
に記載。

　基本的にはすでに評価した内容を医師に伝え、その内容を踏ま
えて診断書を作成していると思います。しかし医師が参考とした
資料を「別紙参照」として記載し添付することで結果用紙等の扱
いが変わってくるとのことでしたので、是非運転免許センターに
評価結果を伝える方法として参考にしていただければと思います。
　自動車運転班では、引き続き免許センターや教習所協会等の
方々との連携を図っていき、皆様に情報発信できればと思ってい
ます。自動車運転に関わるご相談や共有事項があれば県士会自動
車運転班宛にお気軽にご連絡ください！
　今年度も自動車運転班は、研修会・ブログ等での情報発信を行っ 
ていきますのでよろしくお願いします！！

～ 免許センターへの情報提供について～ 

カナドラ！《県士会ニュース出張版》

制度対策部自動車運転班　渡辺 謙斗

ブログ版カナドラは
こちら

神奈川県の自動車運転に
関するアンケートはこちら

①

②・③
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新生涯学習制度説明会開催のお知らせ
　令和 7年度より、日本作業療法士協会の生涯教育制度が新生涯学習制度に改定され、基礎研修のカリキュラムが大きく変
更されます。
　これに伴い、新卒者および現職者向けに新生涯学習制度説明会を開催します。
　神奈川県士会の取り組み、制度の概要や改正点、登録作業療法士の新設などについて詳しく解説し、意見交換や質疑応答
の時間も設けます。
　新卒者向けは無料、現職者向けは基礎ポイントが付与される有料開催です。オンラインでの開催となりますので、ぜひご
参加ください！

〈現職者用〉〈新卒者用〉

こちらにアクセス
してください

5月 10日
https://peatix.com/event/4312650
5 月 20日
https://peatix.com/event/4312729

こちらにアクセス
してください

4月 19日
https://peatix.com/event/4311768
4 月 22日
https://peatix.com/event/4312639
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制度対策部 社会保障制度班 担当理事　澤口 勇

OTが知っておくべき制度情報コーナー 第10回目
ご存じですか？　障害者雇用の除外率の引き下げ（2025年4月1日施行）

　県士会会員の皆さん、こんにちわ。制度対策部です。
　本コーナーでは「作業療法士が関わる諸制度（法律）」
について、実際に皆様の臨床現場で知っておいて欲しい、
お役に立つ法令などの情報提供に努めております。
　今回は令和 7年 4月 1日から施行される「障害者雇用
の除外率の引き下げ」（障害者雇用促進法の改正）に関す
る情報をご紹介します。
　事業主の皆さんには、障害に関係なく、希望や能力に応
じて、誰もが職業を通じた社会参加のできる「共生社会」
実現の理念の下、全ての事業主に、法定雇用率以上の割合
で障害者を雇用する義務があります。作業療法士の皆様は
ご存じでしょうか？
　そのことを持って作業療法士の皆様は日々、今あるいは
将来働く希望を持つ障害者の皆さんに接しておりますか？
　令和 7年 4月 1日より、各業種で定められている障害
者の雇用除外率がそれぞれ 10％引き下げられます。除外
率が設定されている業種は様々ありますが、貨物運送取扱
業で 5％、建設業で 10％、港湾運送業で 15％、鉄道・医
療業で 20％、林業で 25％、金属鉱業や児童福祉事業で
30％、特別支援学校で 35％、石炭・亜炭鉱業で 40％、
道路旅客運送業や小学校で 45％、幼稚園や認定こども園
で 50％、船員等による船舶運航等の事業で 70％となっ
ています。これはつまり、身体等の障害の程度により就業
上、安全面で懸念がある場合などが考慮され、設定されて
います。しかしノーマライゼーションの理念から申します

と、障害を理由に雇用（採用）に差を設けること自体、不
平等ではないかという議論です。社会の方で、障害者が社
会の一員として平等に働ける環境を整えれば良いのです。
事業主は、障害者が働きやすい環境を整えるために、合理
的な配慮を提供する義務があります（障害者差別解消法：
令和 6年 4月 1日改正：事業主による合理的配慮の提供
義務化）。例えば、職場のバリアフリー化や、障害者のニー
ズに応じた柔軟な勤務形態の導入などが含まれます。
　それらも相まって、平成 14年の障害者雇用促進法の改
正により、徐々に除外率制度の段階的な廃止が示されてお
ります。また、労働政策審議会の意見書や障害者施策推進
本部の「重点施策実施 5か年計画」においても、除外率
の引き下げと廃止の方向性が明記されています。
　令和8年7月には法定雇用率も、現在の2.5％から2.7％
に引き上げられます。除外率の引き下げ並びに廃止の方向
性や法定雇用率の上昇など、その他様々な支援策による効
果で障害者の雇用率は年々上がってきましたが、法定雇用
率を達成している企業のほとんどは大手企業であり、日本
の企業総数の 99.7％を占める中小企業（2024 中小企業
白書）のうち、57.6％の中小企業においてはまだ障害者
を一人も雇用できておらず、法定雇用率が未達成です。
　障害者が働きやすい環境を事業主に提案する、その積み
重ねで障害者が働きやすく住みやすい社会に変えていくこ
とも、私たち作業療法士の大事な仕事ではないでしょう
か？

MTDLP 推進委員会　奥原 孝幸

生活行為向上マネジメント（MTDLP）推進委員会からのお知らせ
～ MTDLPいち推し ～

MTDLPは、よりよい作業療法実践を目指す一つの手段です！

連 載

　皆様、新年度になりました。心機一転の機会ですね。
　この時期は、初々しい顔、イキイキとやる気に満ちた顔、
戸惑いや不安気な顔など、いろんな顔が見れますね。
　実は、県士会も今年度心機一転の年です。このMTDLP
の推進を担当する理事も変更となるかも知れません。旧理
事である私が書くこの「いち推し」は最後となるかもしれ
ませんし、MTDLP 推進に向けた活動の一区切りとなると
考えていますので、感謝を込めて書きます。
　研修会の参加者数でみると、MTDLP 基礎研修は対面開
催に戻し 2回開催、57人の参加者、事例検討会は日曜日
昼間 3回と平日夜 1回の計 4回の開催、報告者 18 人、
聴講者 14人の計 32人の参加でした。少ないように思う
かもしれませんが、全国でもトップだと自負しています。
　事例検討会は、参加者数の割には事前添削（神奈川士会独

自）や当日の報告と検討等、多くの講師を要します。そのた
め理事としては参加者数の割に経費がかかり費用対効果の言
葉を何度も聞きながら、必要性と予算の間で揺れ続けました
が、この数を改めてみると予算を割いていただき、県士会員
のための活動ができたのではないかと思っています。
　今後は基礎研修を開催しながら、事例検討会を通して事
例報告登録審査に合格でき、MTDLP 指導者を増やしてい
くことがMTDLP の推進をさらに進めることになります。
皆さん、ぜひともMTDLP 指導者を目指していただけれ
ばと思います。
　最後に、MTDLP は作業療法のよりよい実践につながる
一つのツールです。いくつか使用するシートのつながりで
ある臨床思考過程を知っておくだけでも臨床に役立つと思
いますし、このツールに魅了されるのも一つですよ。
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★ 2024 年度 第 6 回理事会　議事録　2024.12.13

日　　時：2024年 12月13日（金）19：00～ 21:10
開催方式：対面開催
場　　所：�神奈川県横浜市中区真砂町 3-33
　　　　  商業ビル「セルテ」10階 102会議室
出席理事：�神保武則（会長）、田中ゆかり（副会長）、吉本

雅一（副会長）、玖島弘規（事務局長）、望月強併、
奥原孝幸、野本義則、澤口勇、遠藤陵晃、青木
啓一郎、佐々木秀一、神田崇央、神保洋平、金
山桂、佐藤隼、佐藤範明

出席監事：錠内広之
欠席理事：山勢健太朗
欠席監事：野々垣睦美

Ⅰ．会長より挨拶
　先日は、臨床大会お疲れさまでした。大変盛況で今後大
会長の木村先生からご報告頂けるかと思います。本日も多
くの議題がありますのでよろしくお願いします。

Ⅱ．トピックス
オレンジイノベーションプロジェクト（経産省事業）への参
画パートナー団体募集について
　神奈川県庁井上様、日本総研高橋様よりご説明頂いた。
経産省と連携し、認知症当事者と商品・サービスを開発す
る企業が対話しながらより良い製品開発を行うもの。
　①認知症当事者のニーズと②企業側の認知症当事者が
使いやすい製品の開発・改善という両軸があり、この取組
に参画する認知症当事者の募集等にご協力いただくパート
ナー団体として、神奈川県作業療法士会様にもご参画いた
だけないか。
　未病の概念から様々な事業を実施している。政策として
ヘルスケア産業も取り組んでいる。事務局として日本総研
が担っている。神奈川県の高齢福祉課も参画している。神
奈川県作業療法士会もパートナー団体として参加して頂きた
い。
（錠内監事）
OT士会として当事業にどのような参画が出来るか？
→�ネットワーク作りや認知症の方と一緒に参画して頂き、
認知症の方の支援に携わって頂きたい。

Ⅲ. 審議事項
１．後援依頼について（事務局）
・�第 22回神奈川県介護支援専門員研修大会への後援依頼
➡賛成多数で承認

２．部員申請について（学樹部・学会評議委員会）
➡賛成多数で承認

３．永年会員申請書の変更について（事務局）
➡賛成多数で承認

４．補正予算の申請について（MTDLP 推進委員会） 
（奥原理事）
　補正予算申請書の内容を説明。参加者の増加から演
習の時間が長く、講師謝金の増加が必要。また事例検
討会の謝金・会議費の増加が予想される。
➡賛成多数で承認

Ⅳ．2025 年度事業計画予算案プレゼンテーション
　各部署より事業計画及び予算案について説明。1月に再
度事業計画・予算案の検討を行う。再度各部署において予
算案の見直しと調整をお願いしたい。可能であれば 2023
年度の修正の決算額まで抑えたい。新規事業や業務変更は
適宜調整していく。

Ⅴ. 報告事項（各部署・理事・三役）　
１．エリア化推進委員会 
（1）令和 5年度地域支援活動助成金事業について

県士会として助成金を支給しているため、チラシや
ポスター等に後援等を入れるように依頼しても良い
のではないか。今後ルール等も検討していく。

２．組織改編について（神保会長）
現在はプレ期間であり、3月までに組織図を確定し総
会資料を作成していく。2025年の総会で決定してい
く。決定以降は新組織図で運用。総会までは前組織図
での運用となるため、会計処理には注意が必要。

３．4か年計画について（神保会長）
4か年計画の振り返りを作成。2023-2024 年度の振
り返りを実績として資料を作成していく。

【その他報告部署・理事】
（青木理事）
　臨床大会参加総数 144 名。内訳として、県士会員
110名、非会員 28名（詳細不明）、学生 5名、PT1名。
次回理事会で木村大会長から総括を頂き、次回大会長
の小砂大会長も参加予定。
（金山理事）
　臨床大会県士会ブースを設置し、2名の非会員に入
会案内が出来た。

Ⅵ．監事より
　以前は企画調整委員会があり、現在は三役がその役割を
担っている。業務の進行度をフィードバックし、最終的に事
業の遂行度を各部に伝えていた。各部署に対しての業務評
価が必要であり、評価がなければ議論にならない。業務量
の評価をしたうえでの予算付けの検討が必要となる。

以上（事務局長　玖島 弘規）

理 事 会 議 事 録
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　2024 年 11 月 3 日、横浜市役所アトリウムにて
「Border なき e スポーツ」イベントが開催されまし
た。当日応援スタッフとして県士会からは、地域リハ
部の部員 2名と遠藤理事、合わせて視線入力をはじめ
とする ICT 機器の支援に従事したことがあるOT4名
とで参加させていただきました。また岩崎学園の教職
員OT2名と作業療法学部の生徒さんも参加されてい
ました。横浜市に限らず近隣の多くの方が当日参加さ
れ、とても賑やかなイベントとなりました。
　今回はイベント企画として、横浜市内の特別支援学

校に通われている生徒
さんが「視線入力で e
スポーツ選手と対戦！
EyeMoT 大会」に参
加され、我々スタッフ
はその eスポーツ（視
線入力装置）の設定と
アテンドにも携わらせ
ていただきました。
　今回は会員の皆様に
e スポーツについて、
合わせて今回のイベン
トで使用したデバイス
機器についてご紹介い
たします。

【e スポーツとは】
川崎市中部リハビリテーションセンター　濱口
　e スポーツとは、エレクトロニック・スポーツ
（Electronic Sports）の略で、コンピューターゲーム、
ビデオゲームを使った対戦型ゲームを指します。イン
ターネットなどネットワークで「つながること」で、
障害の有無や年齢、距離や言語などさまざまな垣根を
超えて、みんなが楽しめる新しい「参加」の形です。
ｅスポーツを楽しむための制限の解消に、作業療法士
の専門性を活かした助言が必要になることがありま
す。個々に合ったゲーム種、姿勢、操作方法から、コ
ントローラーやスイッチなどの選定を含む環境支援が
重要となるためです。

【任天堂 Switch 用 Flex Controller】
医療福祉センター港南　加藤
　Flex Controller（フレックス・コントローラー）
は、「誰もがゲームを楽しめる世界を目指す」という
想いから、筋ジストロフィーや脳性麻痺など、肢体不
自由を抱える方々の声をもとに開発された特別なコン
トローラーです。外部スイッチやUSB 接続のジョイ
スティックを利用することで、多様な操作方法に対応

し、パソコンを介して
視線入力装置を活用す
れば、目の動きだけで
ゲームを操作すること
も可能です。
　今回のイベントで
は、任天堂 Switch の
「スイカゲーム」や「太鼓の達人」の体験ブースにて
参加者が使えるように設置されていました。シンプル
なゲームであれば１つのボタンだけでもゲームを楽し
むことができ、対象児・者に適合した外部入力装置と
組み合わせることで、重度の障害がある方からまさに
“誰でも参加できる”を実現するデバイス機器です。

【PlayStation5　Access コントローラー】
難病班　村田
　 P l a y S t a t i o n 5 
Access コ ン ト ロ ー
ラーは、プレイヤー
の多様なニーズに合
わせてカスタマイズ
できるアクセシビリティコントローラーキットです
(PlayStation 公式サイトより引用 )。コントローラー
本体は、円盤のコントローラーで机の上や車イスに設
置すると安定して使用できます。設定を調整し、×や
◯、L1ボタンなどを円形状に自由に配置することがで
きます。またスティックの形状も変えられるそうです。
　イベントでは、ストリートファイターを操作する際
に、ジェリービーンスイッチやホッペタッチスイッチ
を接続し、×ボタンや◯ボタンを割り当て、左右への
移動や技を接続したスイッチで操作し、ゲームを楽し
みました。
h t t p s : / /www . p l a y s t a t i o n . c om/ j a - j p /
accessories/ccess-controller/

【編集後記】
　今回のイベントでは地域の高齢者と小学生が太鼓の
達人で対決する企画もあり、非常に盛り上がりました。
また高齢者の通いの場やデイサービス間で太鼓の達人
を繋いで大会をするなどの取り組みがなされるなど、
今やコンピューターゲームは子どもだけのものではな
く、全世代の人と人とをつなぐアイテムとなっていま
す。また視線入力装置をはじめ、今回紹介したアクセ
スコントローラーを使用することで、さまざまな人が
ゲームやパソコンの操作を可能になります。作業療法
士として日々進化する ICT支援についても情報をアッ
プデートしていきましょう。

（文責：地域リハビリテーション部こども班　戸塚 香代子）

横浜市主催「Borderなきeスポーツ」に参加して
〈主催〉横浜市政策経営局　　〈共催〉株式会社ディー・エヌ・エー
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協会主催「2024年度教育領域への
作業療法士参画に向けた意見交換会」に参加して

令和5年度地域支援活動助成金事業の実施報告

　2025 年 1月 21日に、日本作業療法士協会制度対
策部により「2024 年度教育領域への作業療法士参画
に向けた意見交換会」2回目がオンラインにて開催さ
れました。今回の研修は、①特別支援教育領域におけ
る最近の動向、②OT協会のこれまでの取り組み、③
作業療法士の特別支援教育領域への参画状況、④学校
を理解して支援ができる作業療法士の育成研修会の紹
介、⑤質疑応答　の内容でした。質疑応答での活発な
意見交換が印象的で、近年の特別支援教育領域への関
心の高さが伺えます。日本作業療法士協会では、「学
校を理解して支援できる作業療法士育成研修会」など
の人材育成と並行して、教育領域への参画を推進する
方策を検討しています。現在の特別支援教育領域に関
わる様々な情報を共有することにより、各自が学校や
教育現場のイメージを膨らませ、参画する後押しとな
るような研修会でした。近年は、特別支援学校等の児
童生徒の増加（特別支援教育を受ける児童生徒数：平
成 25年度 3.1%→令和 5年度 7.0%）、公立特別支援
学校における教室不足の問題がクローズアップされま
した。また、令和 5年度の特別支援教育体制整備状況

調査結果や、通級による指導実施状況調査から、通級
による指導を受けている児童生徒数の増加の一方で、
小学校で 70.6%、中学校で 75.4%の校長が特別支援
教育に携わる経験がないという結果が明らかになりま
した。学校の方針を検討していく先生方の、特別支援
教育への理解と専門性の向上も課題になると考えられ
ます。
　詳しくはこちらをご覧ください。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
tokubetu/1402845_00013.htm
　また、協会の取り組みとして、調査や実践をまとめ
ながら、今年度より情報共有の機会を一般公開するこ
とで、より一層人材育成に力を入れていきます。現状
神奈川県内においても、多くの作業療法士が学校をは
じめとする“地域”における子どもの支援にご尽力さ
れているかと思います。地域リハ部こども班では、引
き続き研修会や、発達に関するイベントを企画、発信
していきますので、少しでもご興味ありましたらお気
軽にご参加ください。

（文責：地域リハ部こども班　庄司 薫） 

　会員同士による地域活動の後押しを目的とした「地
域支援活動助成金事業」ですが、令和 5年度採択事業
が今年度実施されました！実施報告が届きましたので
ご報告させていただきます。
事業テーマ：	「WheeLog! in ⼩⽥原」
	⾞ 椅⼦街歩きイベント
開 催 日 時：	令和６年９⽉７⽇
団　体　名：	⾞いす街歩き実⾏委員会
代　表　者：	初⿅ 真樹

【実施報告】（報告者：初鹿）
　小田原では 2018 年 4 月にバリアフリーマップア
プリ「WheeLog!」を活用した街歩きイベントを実施
し、その際に取得したバリアフリー情報をもとに「小
田原バリアフリーマップ」を作成しました。コロナ禍
によりこの活動は一時停滞していましたが、今回、県
西エリアを中心に活動している作業療法士 5名が中心
となり『車いす街歩き実行委員』を結成、神奈川県作
業療法士会の『地域支援活動助成金事業』を活用し、
イベントを開催することができました。
　イベント会場には医療・介護職を中心に約 40名が
集合。特に今回は国際医療福祉大学小田原保健医療学

部の協力を得
て、多くの学生
さんが参加し、
車椅子ユーザー
におすすめの観
光ルートを調査
するチームが編
成されました。
小田原城を中心
に観光ルート情
報や立ち寄った
店舗などをアプ
リに投稿。今後、
これらの情報を
もとに紙のマップとして発行する予定です。
　その他の参加者は 5〜 6 人のグループに分かれ、
それぞれが選んだ「ミッション（お題）」をもとに街
へ繰り出しました。「早川港にいるズゴックと写真撮
影をせよ」「うめ丸号に乗って『TOTOCO小田原』
へ行き、アジの干物オブジェと写真を撮れ」など、ご
当地色の強いミッションが出題されます。その過程で
は車椅子ユーザーを阻むさまざまなバリアが立ちはだ

P.8 へ続く↘
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　2024年 12月 16日 19時 30分より地域ミーティングが
オンラインにて実施され、約 30名もの方に参加していただ
きました。今回は「回復期での地域支援事業について語る」
というテーマで、地域リハビリテーション部所属の札野優先
生のファシリテーターの元、講義とグループディスカッショ
ンの２本立ての内容となりました。
　講義は 2024年度からの診療報酬改定にあたって、回復期
リハビリテーション病棟基準に、地域貢献活動に携わること
が望ましいと明記されたことについて説明がありました。ま
た、病院機能評価では地域に向けて医療に関する活動を行っ
ているなど、一定の水準を満たした場合に安全安心、信頼と
納得の得られる医療サービスを提供すべく、日常的に努力し
ている病院とされる認定病院の評価を受けることができると
いう説明がありました。
　地域貢献活動が望ましいとされていますが、具体的な明記
が無い為、今回のミーティングでは病院全体や作業療法士と
して個人的に地域に貢献している物事などを、回復期のみな
らず急性期等も携わっている先生方と話し合いました。
　地域に貢献するといってもどのように関わっていくか、ど
のように動き始めればよいかわからないことも多いと思われ
ます。グループディスカッションで病院全体として健康診断
や職場体験などを、作業療法士としては健康体操などの身体
を動かすきっかけになるような行事や、運転評価を行う為に
シミュレーターがある他市施設との提携などと、人や様々な
施設と関わっていることなどの意見がありました。また病院
内だけではなく、地域の特色や変化などを把するために、政
治関連の情報を収集している方もおりました。

　現在、後期高齢化社会で閉鎖的な環境が多くなってきてい
ることに対して人としての生きがいで、いかに健康的で楽し
い生活を送るかが大事かと思います。そこで病院や作業療法
士として、人や地域との関りの他、活動の場を提供する事な
どに対し関わっていく必要があるのだと感じました。
　今回のグループディスカッションで県内外からの参加者に
よる意見交換で、地域との関りとしてこれからの行動指針や
活動に対しての悩みなどを話し合い、充実した時間を過ごす
ことができた素晴らしいミーティングとなりました。

\  \  各 部 か ら の 報 告  各 部 か ら の 報 告  //
▶地域リハビリテーション部　地域ミーティング～回復期での地域支援事業について語る～

（文責：地域リハ部地域支援事業班　赤羽 竜馬）

かりますが、チームで協力しながらクリアしていくこ
とで、会場に戻る頃にはみんなが笑顔になっている、
そんなイベントです。
　福祉イベントというと、どこか真面目なイメージを
持たれるかもしれません。しかし、WheeLog! 街歩
きイベントは「いかに楽しみながら社会課題に向き合
うことができるか？」を大切にしています。我々作業
療法士も、養成課程で車椅子に乗る体験はするかと思
いますが、車椅子ユーザーと一緒に、自分も車椅子に
乗って街を歩き、ランチをする体験はなかなかできな
いのではないでしょうか？車椅子ユーザーの社会参加
を考えるうえで、まずは自らが体験し、感じることが
非常に重要な気づきをもたらします。
　特に今回は、国際医療福祉大学 小田原保健医療学
部から参加した学生たちから、「学内では学ぶことの
できない貴重な体験ができた」「社会参加の意義や地
域リハビリテーションについて考えるきっかけになっ
た」といった声が寄せられました。

　養成校における座学や実技、各種実習に加え、学生
時代から多様な社会人と触れ合い、地域や社会を知る
ことは、その後の作業療法士としての在り方に大きな
影響を与えると考えます。
　後進の育成のためにも、地域支援活動助成金事業を
活用しながら地域での体験の場を提供し、実際に地域
で活動する作業療法士の姿に触れる機会が増えていく
と嬉しいです。

※バリアフリーマップアプリ「WheeLog!」とは？
　このアプリは、車椅子ユーザーやベビーカー利用
者が移動しやすいルートやバリアフリー情報を共有
できるプラットフォームです。ユーザーが実際に移
動したルートを記録し、段差やスロープの有無、多
目的トイレの位置などを共有することができます。
2017 年 5月にリリースされ、2025 年 1月時点で
ユーザー登録者数は 36,307 人。国内外で数々の賞
を受賞しているアプリです。	 （文責：大郷 和成）
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　県士会サイトでは様々なコンテンツが存在していますが、
そんな中でも「スペシャルコンテンツ」が複数あります。今
回はその内 1つの【ウェブ管的知恵袋】を紹介します。本コ
ンテンツは、リハビリテーションに関連するニュースのまと
め・リハビリテーションに関連する学会・研修会情報を掲載
しています。

　日々仕事で忙しい中でリハビリに関連するニュースや学会
関連を調べるのは意外と労力が必要なことと思います。本コ
ンテンツを覗くことで、ニュースや学会など一目で確認でき
ますので、定期的に確認いただけるとお役に立てることと思
います。
　ぜひ一度閲覧してみてください。

▶ウェブサイト管理委員会　県士会サイトスペシャルコンテンツ紹介
（文責：ウェブサイト管理委員会　佐藤 範明）

図）【ウェブ管的知恵袋】スペシャルコンテンツ閲覧方法（スマホ Ver.）

トップページの
“スペシャルコンテンツ：

作業療法の玉手箱”をタップ

ページ内の
“ウェブ管的知恵袋”

をタップ
右上の≡をタップする “〇〇をチェックする”

をタップで閲覧できます

4月となり、いよいよ新生涯学修制度が開始されます。大きな変更ですので、新制度に慣れないうちは職場内で情報共
有するなど混乱しない工夫が必要そうですね。神奈川県士会では説明会を4月に2回予定していますのでぜひ活用し
てみてください（※詳細は県士会ホームページでご確認ください）。皆さんで一緒に新制度を盛り上げていきましょう。

（まつ）

編集
後記

各部からの報告 


